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従来， 肺高血圧症の分類には Woodのものが最も広〈用いられているように思う.Woodは肺高
















ちに Greenの論文が目にとまった． 生理学者である Greenは， 犬をもちいた動物実験によって
Vascular tonusの変化，すなわち，動脈の能動的収縮及び拡張が流量及＇（｝o圧にどのような影響を及








心室中隔欠損症で， 術前高いJfrtirfn管抵抗を示した症例の中には， 欠損孔の閉鎖によって Vascular
tonusが著減し， 肺動脈圧が著しく下降する症例かある反面， 術後も Vasculartonusが全く変らず
圧の下降がほとんどみられないものがあること，一万，術前の肺血管抵抗が低い症例で、は： Vascular
ton usは術後もあまり低下せず， 従って心房中隔欠損症と同様に Floweffectの除去による肺動脈
庄の下降はそれれ著明でないことなどが判明した．
手術適応を1会，iJする際に Vascu Jar ton usの冗進が1市血管抵抗にどの程度関与し，手術によって
これがどこまで低下するかを知ることがti：~ぐれば，限界症例を扱う際に甚だ有利であ り ， 術前にこれ
をいかにして知るかか？後の課題となろう. 1'、ともは現在，術前の肺シンチグラ ムと欠損孔閉鎖後の
Vascular tonusの変化との関係を検討しているが，従来の薬剤負荷テストも Vascu Jar tonusの
立場から再検討する必要があり，更に直後，手術効果に類似した条件を負荷してその影響をみること
がti＼れ 比 一層確定的な手術適応を得ることが出来よう かくして肺高血圧症の成立機序が更に明
確に分析されれば， 将来， Eisenmenger症候群や本態性肺高血圧症に対する治療の道も， 9lZは聞か
れるかも知れないという期待がある
